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令和２年度 認知症施策 取組活動内容 

 認知症合同チーム 

チーム構成員 管理者 2名、保健師 2名、主任ケアマネジャー2名、社会福祉士 2名 

市健康福祉総合相談担当 2名 市健康増進・介護予防担当 2名 

取 組 内 容 ・令和元年 5月より、1回/月会議を開催 

・認知症に関する総合的な施策（取組み）を考えていく 

・現状の課題や今後の方向性などを共有・検討する場としていく 

 

【1年間のまとめ】 

・チームの柱は、早期発見の仕組みと発見後の支援体制の強化 

・取り組みの内容としては 

 ①：認知症初期集中支援チームの検討 

 ②：認知症サポーターステップアップ講座の開催企画 

 

①：認知症初期集中支援チームの検討 

 ・認知症初期集中支援チーム員、地域包括支援センター、市で意見交換会を開催し、

課題を共有した 

②：認知症サポーターステップアップ講座の開催企画 

 ・令和２年度開催であったが、新型コロナウイルス感染防止のため令和３年度に実

施を延期。コロナ禍の中でも開催可能なカリキュラムを検討。 

 

【次年度の取り組み内容（方向性）】 

１．認知症サポーターへのステップアップ研修の開催（チームオレンジ構築準備） 

  令和３年夏～秋をめどにモデル事業として開催を検討 

  →開催後は、参加者の居住地に応じて、各地域包括支援センターごとに、活動先

を調整 

 

・現状では次年度のチーム員は未定（各部会で検討中）。 

・会議は、毎月第 1水曜日、10：30～12：00 


